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Azithromycinの 淋 菌 性 尿 道 炎 へ の 使 用 経 験

木下英親 ・星野英章 ・田中元章 ・石 田俊哉 ・原 島康壽

東海大学医学部泌尿器科学教室*

5例 の淋菌性尿道炎患者 にazithromycinを 投与 した。淋菌は本剤投与後 に全例消失 し,臨 床

効果 は5例 中著効3例,有 効2例 であった。また,副 作用 は認め られず,本 剤は淋菌性尿道炎に

対 しても有効な薬剤 と考 えられた。
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Azithromycin(AZM)は,あ らた に開発 され たマ クロラ

イ ド系 の 薬剤 で,実 験 的 には,Chlamydia trachomatisと

Neisseria gonorrhoeaeに 対 す る効果 が知 られて いる。

我 々 は5例 の 淋菌性 尿道 炎症 例 に本剤 を使 用 し,そ の

効果 を検討 す る機 会 を得 た ので報 告す る。

対 象 は東 海大学 医学部 ・附属 病院泌尿 器科外来 を平成

4年6月 ～平 成5年1月 まで に受診 した性 行為 感 染症 を疑

われ た尿 道分泌 物の ある患 者 であ る。全患 者 に分 泌物 の

Hacker法 変 法 に よ るGram染 色 を行 い.N.gonorrhoeaeに

つ い ては,チ ョコ レー ト培 地 に よる培 養,Gonozyme(R)法

に よる免疫 学的抗 原検 出 と,DNA-probe法 を併用 した。

C.trachomatisに つ いて はChlamydiazyme(R)法,DNA-probe

法,Micro Trak(R)法 で 検 査 した。 一般細 菌 培養 も同時 に

施 行 した。

AZMの 投 与量 と期 間 は,1000mgの 単 回投 与 が3例,

500mg/day連 続 投与10日 間 が1例,13日 間 が1例 であ っ

た。判 定 は3日 目 また は7日 目に判 定 す る こ とを 目標 に

した。投与 後 の細 菌検査 が陽性 で あった検査法 をすべ て

再検 査 し,菌 の陰性 化 した もの を有 効 また は著効 とUTI

判 定 基準 に よ り判定 した3)。 投与 対象 患 者 か らは全 員,

同 意 を取得 して ある。

検 討 した5例 は いず れ もN.gonorrhoeaeの 感 染 であ り,

C.trachomatis,Ureaplasma urealyticumな ど の検 出 され た

症例 は なかった。 尚,我 々の検討例 では,す べ てが淋 菌

性尿 道炎 であ ったが,C.trachomatisへ の 効果 も検討 す る

ため,最 長13日 ま で,投 与 期 間 が延 長 して い る。 これ

は初 診 時 のC.trachomatisの 検 査 結果 が3日 後 で は得 られ

ない ため であ り,C.trachomatisが 存 在 した ら2週 間程 度

は投 与 を要す る と考 え たか らであ る。 尚,UTI薬 効 評価

基 準で もC.trachomatisに 対 す る効果 判 定 は7日 目,14日

目に行 うこと とされ てい る。結果 と しては,い ず れ もC

trachomtisが 検 出 されず,効 果 を論ず る資料 には な らな

かった。 臨床 検査値 の変動 につ いて は検 討が行 われてい

ない。

結 果 はTable 1に 示 した。担 当医判 定 では5例 中著効 が

3例,有 効 が2例 で あ り,全 例 にN.gonorrhoeaeの 消 失 を

認 め た。症 例4はGonozyme(R)法 で はN.gonorrhoeae陽 性 で

あったが,投 与 開始 日の尿 道 ス ミアお よび初 尿沈渣 中の

Table 1. Clinical summary of urethritis patients treated with azithromycin

*: C. trachomatis
(3): on 3rd day -: not detected
(7) (8): on 7th or 8th day ND: not done
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白血球数が0で あったため,UTI判 定では判定不能 とし

たが他の4例 はいずれ も有効 または著効 と判定 された。

また,安 全性では5例 中いず れも副作用 は認め られなか

った。

AZMはC.trachomatisに も有効 とされるが,我 々は,

その感 染の症例 を検 討期 間中 に経 験 しなか っ た。N.

gonorrhoeaeに対 する効果は,比 較的良 くない とされるが

我々の検討 した症例では無効例はなかった。単回投与で

も有効であった。 これ らの結果から,症 例によってはN.

gonorrhoeaeに も有効な薬剤 と考えられた4)。

文 献

1) Foulds G, Shepard R M, Johnson R B: The phar-

macokinetics of azithromycin in human serum and

tissues, J Antimicrob Chemother 25 (Suppl A): 73

82, 1990

2) Baldwin D R, Wise R, Andrews J M, Ashby J P,

Honeybourne D: Azithromycin concentrations at

the sites of pulmonary infection, Eur Respir J 3:

886•`890, 1990

3) UTI研 究 会(代 表 大 越 正 秋)UTI薬 効 評 価 基 準

(第3版)追 補(1989 5)。

4) 熊 本 悦 明, 広 瀬 崇 興, 他(24施 設): STDと して

の男子尿 道 炎 と子宮 頸管 炎 に対す るClarithromy-

cinの 治 療効 果 の検 討 一特 にChlamydia trachomatis

感 染 症 を中 心 に-日 本 性 感 染 症 学 会誌4: 96～

104, 1993

Azithromycin against gonorrheal urethritis
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Azithromycin was administered to 5 patients with gonorrheal urethritis. Neisseria gonorrhoeae dis-

appeared in all cases after administration of the drug. The result was evaluated to be excellent in 3 and

moderate in 2 cases. In addition, no adverse reactions was observed. Thus azithromycin was considered to

be an effective drug against gonorrheal urethritis.


